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尊

擾

堂

誌

補

遺

昭

和

三

年

十

月

は

松

陰

先

生

波

後

恰

か

も

七

十

年

に
當

る

の

で
、祭

典

委

員

等

は

同

年

正

月

管

理

者

た

る
京

都

帝

國

大

學

の

荒

木

総

長
、新

村

圖

書

館

長

等

と

計

り
、同

年

十

一
月

畢

行

せ

ら

る

べ
き

登

極

御

大

灘

期

に

於

て
、奪

擾

堂

の

大

祭

を

執

行

し
、滞

洛

中

の

朝

野

名

士

に

も

参

列

を

乞

ひ
、松

陰

先

生

始

め

勤

王

諸

家

を

祀

り
、以

て

其

偉

績

を

偲

ぷ

と

共

に
、民

心

作

興

の

「
端

に

も

資

せ

ん

こ

と

を

期

待

し

て

ゐ

た
..

虚

が

同

年

夏

に

至

り
、故

品

川

子

爵

に
縁

故

淺

か

ら

ざ

る
時

の

農

林

大

臣

山

本

悌

二

郎

氏

が

此

翠

に

深

く

共

鳴

せ

ら

れ

て
、多

大

の

援

助

を

輿

へ
ら

る

、

こ

と

と

な

っ
た

の

で
、野

村

盆

三

子

其

他



委

員

等

は

山

本

氏

を

祭

典

委

員

長

に
、荒

木

総

長

を

同

副

委

員

長

に

翠

げ

て
、

新

村

館

長

始

め

圖

書

館

の

常

務

者

と

も

協

議

の

上
、.寛

に

御

大

典

の

御

儀

ほ

ぼ

御

終

了

後

の

十

「
月

十

入

H

を

以

て

祭

典

を

執

行

す

る

こ

と

に
決

定

し

て
、各

自

の

分

捲

を

定

め
、協

力

し

て

諸

般

の

準

備

を

整

ふ

る

に

至

つ

た
。

か

く

て

祭

典

前

口

た

る

十

七

日

に

至

り
、御

滞

洛

中

の

秩

父

宮
、同

妃
、高

松

宮

並

賀

陽

宮
、同

妃

の

五

殿

「

に

は

格

別

の

思

召

を

以

て
、御

揃

ひ

尊

擾

堂

に

御

台

臨

の

上
、遺

品
、遺

墨

等

台

覧

の

榮

を

賜

は

つ

た

の

で
、關

係

者

一
同

は

深

き

威

激

を

錯

え

た

の

で

あ

つ

た
。

翌

十

入

"

に

は

豫

定

の

如

く

午

前

十

時

よ

り

出

雲

路

通

次

郎

氏

を

痛

主

と

し

て
祭

典

を

行

ひ
、山

本

祭

典

委

員

長

の

祭

詞

宣

護
、堀

榮
二

氏

の

弔

詩

朗

詠

に
績

き
.志

士

遺

族

野

村

盆

三

子
、幅

原

俊

九

男

二



三

等

玉

串

を

捧

げ

た

る
後

來

賓

と

し

て

墾

列

の

田

中

首

相

以

下

多

数

顯

官

名

士

の

参

拝

も

あ

つ

て
、正

午

極

め

て

荘

嚴

裡

に
、滞

り

な

く

未

曾

有

の

盛

儀

を

終

へ
た

の

で

あ

る
。

午

後

は

山

本

悌

二

郎
、徳

富

猪

一
郎
、武

岡

豊

太

三

氏

の

記

念

講

演

が

學

内

大

講

堂

で

開

か

れ
、又

勤

王

志

士

遺

墨

展

観

も

圖

書

館

閲

覧

室

で

催

さ

れ

た

が
、何

れ

も

非

常

の

盛

會

で

あ

つ
た
。

當

日

の

参

列

者

に

は

豫

て

圖

書

館

員

の

手

で

編

纂

せ

ら

れ

た

る

奪

擾

堂

誌
、尊

擁

堂

遺

墨

集

等

の

記

念

品

を

頒

與

し

た
。

十

九

日

に

は

一
般

の

墾

拝

観

覧

を

許

す

こ

と

と

な

つ
た

が
、入

場

者

数

千

人

に

達

し
、尊

擾

堂

設

立

の

趣

旨

も

一
般

に

了

解

せ

ら

る

、

に

至

り
、世

道

人

心

に

も

砂

か

ら

す

好

影

響

を

與

ふ

る

を

得

た

の

で
、

當

事

者

の

本

懐

は

之

に

過

ぐ

る

も

の

な

か

っ

た
。



右

の

如

く

祭

典

を

滞

り

な

く

終

了

し

て
、豫

期

以

上

の

成

果

を

牧

め

得

た

る

に

つ

き

て

は
、山

本

委

員

長

始

め

各

委

員

並

大

學

當

事

者

の

絶

え

ざ

る

斡

旋

と
,多

大

の
壷

庫

に

依

れ

る

こ

と

は

申

す

ま

で

も

な

き

こ

と

な

が

ら
、田

中

義

一
男
(當

時

首

相
),並

久

原

房

之

助

氏
(當

時

逓

相
)の
如

き

有

力

者

や
、武

岡

豊

太

氏

の

如

き

奮

縁

故

者

が

進

ん

で

此

翠

に
賛

成

せ

ら

れ
、砂

か

ら

ざ

る
援

助

を

寄

せ

ら

れ

た

る

こ

と

も

與

つ

て

力

あ

り

し

こ

と

と

思

は

れ
、關

係

者

「
同

の

欣

懐

禁

せ

ざ

る

所

で

め

つ

た
。

藪

に

附

記

し

て

諸

氏

の

好

意

を

戚

謝

す

る
次

第

で

あ

る
、

昭

和

五

年

五

月

十

八

日
京

都

帝

國

大

學

開

校

記

念

祀

賀

H

に

當

り
、本

學

に

て

は

學
・内

を

開

放

す

る

こ

と

と

な

つ

た

の

で
、圖

書

轄

に

於

て

は

尊

擾

堂

四



ア

五

内

に

例

の

如

く
、吉

田
、品

川

爾

先

賢

の

木

像

を

安

置

し
、多

数

志

士

の
遺

品
、遺

墨

を

陳

列

し

て
、
一
般

の

観

覧

に
供

し
、係

員

を

し

て

夫

々

説

明

の

任

に

當

ら

し

め

た

の

で

あ

つ

た

が
、観

覧

者

幾

千

名

に

達

し
、稀

に

見

る

盛

會

で

あ

っ

た
.

昭

和

六

年

五

月

十

九

日

午

後

二

時
、東

伏

見

宮

大

妃
(周

子
)殿

下

に

は

新

城

大

學

総

長

の

先

導

に

て

奪

撲

堂

に

台

臨

せ

ら

れ
、陳

列

の
諸

藏

品

に

封

し

新

村

圖

書

館

長

の

説

明

を

約

四

十

分

に

渉

り
、熟

心

に
聴

取

せ

ら

れ

た

の

は

眞

に

戚

激

の

外

な

か

つ

た
。

中

に

も

御

頑

父

岩

倉

具

視

公

が

品

川

子

に
宛

て

ら

れ

た

る
書

翰

を

熟

覧

せ

ら

れ
、御

戚

慨

深

き

御

様

子

を

拝

し

て
、
一
同

の

戚

激

は

更

に

深

き

も

の

が

あ

つ

た
。

篤

志

研

究

家

又

は

故

老

名

士

の

奪

捜

堂

を

時

々
訪

問

墾

観

す

る

も

の
、依



然

少

か

ら

ざ

ろ

は

既

述

の

通

り

で

あ

る

が
、近

來

全

國

各

地

方

よ

り

高

等

國

民

學

校

其

他

の

澱

職
、生

徒

等

の

特

に

奪

擁

堂

を

参

観

し

て
、精

紳

修

養

叉

は

思

想

善

導

に

資

せ

ん

と

す

る

も

の
、漸

く

多

き

を

加

ふ

る

に

至

れ

る

は

時

節

柄

注

目

す

べ

き

こ

と

に

し

て
、當

事

者

の

本

懐

措

か

ざ

る

所

で

あ

る

.

閃
に
京
都
小叩
内
高
倉
通
錦
小
路
に
在
つ
れ
麗n尊
撰
堂
趾
ほ
既
述
の
如
く
、
現
今
銀
行
集
會
所
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
當

時
の
庭
園
、
泉
石
等
の
一
部
匡
今
猜
依
然
同
地
域
内
に
保
存
ぜ
ら
れ
、
往
年
の
名
殖
り
た
止
め
て
ゐ
ろ
の
で
あ
る
Q
又

悲
建
物
(亭
屋
造
、
十
二
室
)
ば
明
治
三
十
三
年
十
二
月
、
田
中
源
太
耶
氏
が
譲
り
受
け
、

「
畦
銀
行
集
倉
所
に
て
徒
弟

講
習
所
に
宛
て
・
ゐ
六
が
、
其
後
伏
見
の
起
業
銀
行
頭
取
準
非
熊
三
耶
氏
が
買
受
け
て
、
之
た
伏
見
堀
内
村
に
移
し
二

階
建
に
改
築
し
た
Q

(昭
叩和
」ハ年
九
月
七
口
)

六




